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沿革 

  西園寺公経、実氏親子が1224年ころに作庭記風の庭園を作り、藤原定家も明月記で池泉が瑠璃色の美しさである

ことを記している。この鎌倉時代の庭は1397年に足利義満が譲り受け、舎利殿（金閣）などの諸堂が作られた。この

庭は龍門瀑、芦原島、岩島の部分は、明らかに鎌倉時代の特徴を示していると言われている。義満は庭園から建物に

いたるまで西芳寺に範を取った。なお、この閣の二階、三階の床は全面に黒漆が塗られている。このような仕掛けの

中にローソクを灯すと、金色の阿弥陀様はあたかも万華鏡の中の幻想的な極楽浄土の世界のようになる。 

龍門瀑 この滝とほぼ同様の滝が、その名を示す天龍寺にある。ともに中国の故事にある「登龍門」の由来である鯉

が、三段の滝を登って将に龍に化す様を現している。中国南宋よりの帰化僧の蘭渓道隆禅師が中国の故事にある登竜

門（鯉が死を賭してまで竜になるべく努力するさま）に倣って、人間が観音の知恵を得る（悟る）まで、努力をしな

ければならないことを日本庭園の形で教えている。庭園のテーマが滝になるのである。   

坐禅石   

 龍門瀑の付近に銀河泉、巌下水がある。その付近に坐禅石と思われる巌がある(永保寺・西芳寺の坐禅石とそっくり

の形状)が、これを坐禅石と考える。ただ形が似ているからではなく、坐禅石こそ禅の道場の要であるからだ。 

庭園の造形 

・鏡湖池には10個の島があるが亀島が５島、鶴島が３島、芦原島と淡路島である。 

・葦原島(日本)を管領の細川氏が舵を取っている(金閣側からの景)ようにも見立てられる。 

・舟から金閣を見ると、左側に亀島、右側に鶴島があり、その奥には金色に輝く水面の上に、鳳凰が飛翔しているよ

うに見える。将に蓬莱山の姿だ。 

龍門瀑付近 

この庭園の最も重要な場面である。禅の物語が全て含まれている貴重な庭である。龍門瀑、鯉魚石（２匹）、碧巌石、 

坐禅石、観音石、猿石がワンセット揃っている稀な例である。 

その風景は「五灯会元 夾山」に以下のようにある。 

猿抱子帰青嶂後 鳥啣花落碧巌前 

 猿は子を抱いて青嶂(せいしょう)の後(しりえ)に帰り、鳥は花を啣(ふく)んで碧巌の前に落（お）つ 

 

 

 

金閣側からの景：葦原島(日本)、鶴島、亀島、九山八海、畠山石 （右奥の白い石）。これぞ多島式庭園の原点である。 

鏡湖池には 10島（亀島５島、鶴島３島、葦原島、淡路島）と九山八海、赤松石、畠山石、夜泊石があり、舟で回遊すると、景色は刻々と 

変化する。このような舟遊式庭園の醍醐味を教えてくれる貴重な庭である。 



2 

 

坐禅石と銀河泉、巌下水について 

金閣寺のモデルは西芳寺の坐禅石と龍渕水にある。坐禅石の横にあるのは龍渕水のみである。龍渕水は坐禅するため 

に身を清めるためにあるのだ。では、ここでは何故お茶のための水を汲むところと、手を洗うためとになったのであろうか。ま 

た何より解せないのが坐禅石の場所である。この坐禅石は永保持、西芳寺の形とそっくりである。坐禅石があって、そこに泉 

があるのだ。ところが、ここでは山裾から離れたところにポツンとあるではないか。何か不自然である。私の推測では、お茶が 

盛んになったある時期(江戸)
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   銀河泉前にある坐禅石：本来は西芳寺の龍淵水のように心身 

 を清める場の巖下水脇にあったものと推測する 

九山八海石（中国から取り寄せた太湖石で高さ 144ｃｍ･水面上

は 54ｃｍ） 

   龍門瀑全景：左より観音石、猿石、碧巌石、三級岩、鯉魚石、二匹目の鯉魚石（右端の苔の付いた石） 

       葦原島は亀が蓬莱山を背負う形になっている。護岸にある三尊石組の中心石は高さ 1.8ｍになるが、西芳寺の中島にある三尊

石組を倣ったものである。左側の立石は寄進者の細川頼之に因んで細川石（約2ｍ）と云う。 
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三級巌の滝を登る鯉魚 

 


